
令和７年度 藤枝市地域政策研究・創造事業

親子運動あそびによる

子育て支援に関する研究

〜厚生労働省認定健康増進施設（指定運動療法施設）との協働〜

静岡福祉大学子ども学部子ども学科

教員：講師木戸直美

参加学生：3年 大沼栞莉 和田海斗 高橋優太 他11名

背景①：国内における運動習慣者



背景②：子育て支援 幼児期の運動の意義

背景

→ 子育て支援の一環として、
親子で同時に実施できる運動機会の創出が求められる。



研究の目的

指定運動療法施設ペガフィット

静岡県レクリエーション協会

運動指導の専門性提供

安全管理

インストラクター派遣

静岡福祉大学木戸研究室

プログラム企画、

立案、効果検証

学生による運営補助

大学・研究室

研究の内容：官学産連携の実施体制

藤枝市

「広報ふじえだ」

「藤枝市LINE」

会場手配（勤労者体育館）

地域・行政 専門機関



厚生労働省認定健康増進施設：指定運動療法施設ペガフィット

おおとも接骨院に併設（焼津市）志田榛原地域で唯一

•健康増進のための有酸素運動などを安全かつ適切に行える施設
•生活指導を提供する場を有する施設 (全国約390施設)

方法：実施プログラム詳細
日時：２０２５年１１月１５日 １０:００～１１:３０

場所：藤枝市立 勤労者体育館

周知：広報ふじえだ 藤枝市LINE チラシ配布

参加者：３‐５才児親子 ３４組（２５園） 学生８名

指導：静岡県レクリエーション協会 青野宏子
ペガフィット 柔道整復師
静岡福祉大学 木戸直美

調査：WEBアンケート調査（保護者） ３１名からの回答 有効回答率81.6％
基本属性、運動実施状況（子ども・保護者）、イベント満足度等

＊静岡福祉大学倫理審査にて承認を得た（SUW25‐21）



方法：①タオルを使った親子あそび

②集団親子あそび ヘイカモン

③スキンシップ筋トレ



④ミニ講義(ペガフィット)：保護者身体の気になる部分

＊複数回答による

アンケート調査結果・考察①

図１ 情報経路



アンケート調査結果・考察② 子どもの運動実施状況

アンケート調査結果・考察③ 保護者の運動実施状況

日頃、60分以上運動していますか？

日頃、筋肉トレーニングをしていますか？

運動は約４割が未実施
筋肉トレーニングは約６割が未実施



アンケート調査結果・考察④保護者の身体活動に関する認知度

アンケート調査結果・考察⑤ 健康増進施設への利用意向



アンケート調査結果・考察⑥ 満足度

34組

当日の参加組数

（申込36組中）

25園

広域からの参加

市内幼稚園・保育園

高評価

満足度・再参加意向

健康意識の変容

研究の成果

親子の身体活動
課題把握

親子でのスキンシップ

保護者の活動量不足



市への提言：子育て支援、親子の身体活動促進の充実に向けて

①親子で体を動かす機会の継続的提供

②専門性と安全性を担保した連携体制の構築

③単発にとどまらない仕組みづくり

④大学と地域の協働モデルの推進

ご清聴ありがとうございました

本事業実施にあたり、

多大なるご支援・ご協力を

賜りました。関係者の皆様

に深く感謝申し上げます。



今後の展望と課題

地域における親子の身体活動促進および子育て支援を充実に向けて

•親子で体を動かす機会の継続的提供
幼児のみならず保護者も参加できる「親子運動あそび」を地域で定期的に実施すること。

•専門性と安全性を担保した連携体制の構築
指定運動療法施設や医療・運動分野の専門職と連携し、安心して参加できる環境を整備すること。

•単発にとどまらない仕組みづくり
定期開催や家庭・保育施設との連動により、運動習慣形成を中長期的に支援すること。

•大学と地域の協働モデルの推進
学生参画を通じて、地域課題解決と人材育成を両立する実践型支援を展開すること。

親子関係を基盤とした、専門連携と継続性を備えた地域協働モデルの構築が求められる。

対象者（3－５歳児）の選定基準と年齢区分の妥当性

本研究では、3歳から5歳児（就学前児）を同一の対象群として設定した。

運動能力の個人差は存在するものの、以下の制度的および発達学的根拠に基づき実施

制度的根拠 (枠組みの転換) 発達学的根拠 (共通課題)

「養護」から「教育」への質的転換:
保育所保育指針（厚生労働省,2018）・幼稚園教育要領（文部

科学省,2018)において、3歳児以上は 0-2歳児（養護）
と明確に区別され、「5領域」に基づく活動（教育）

が可能となる。

プレ・ゴールデンエイジ:
幼児期運動指針（文部科学省,2012）において、神経系が著しく発
達し(Scammon, 1930) 、多様な動きの習得が推奨される時期。

集団活動への移行点:
個別的な世話から、集団の中での遊びや教育的
活動が可能になる段階。

保護者の役割変化:
「世話をする存在」から、身体活動（MVPA）
を共有する「パートナー」へと変化する時期。

目的の共通性:
特定のスキル獲得（定量的な能力差あり）では

なく「身体を動かす楽しさ」や「多様な動作経験」
が3-5歳共通の課題。

プロセスの共通性:
遊びを通して共に動くというプロセスは年齢に
関わらず共通している。
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用語の定義


